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件名︓「山口きらめき企業の魅力発見フェア 2020(Job フェア)」の開催 
 

 

 

報道機関 各位 

 

山口大学講演会「学術や研究とは何だろうか︖〜私の経験から〜」を開催 
 

10 月 21 日（火）に、2015 年ノーベル物理学賞を受賞された梶田隆章氏を講師にお迎えし、講演会を

開催します。本講演会では、ノーベル賞を受賞されるに至った「ニュートリノ質量の存在を示すニュート

リノ振動の発見」について、また、大型低温重力波望遠鏡「KAGRA」について、そして日本学術会議の会

長を務められた時のご経験をもとに研究や学術についてお話しいただきます。この講演会は、ベテラン

研究者はもちろん若い研究者やこれから研究者を目指そうとする人、今まさに学問を学んでいる学生さ

んや彼らを取り巻く教職員および保護者の皆さまに、学術・研究の意義について広く発信したいと企画

しました。 

つきましては、広く周知いただくとともに、当日の取材・報道等について、ご高配賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

※当日取材いただける場合は、10 月 17 日（金）16 時までに下記【お問い合わせ先】までご連絡くださ

い。なお、当日のインタビューには対応できませんが、事前であれば時間学研究所長が対応いたします。 

 

 

日時：2025 年 10 月 21 日（火）17 時 30 分～19 時 00 分 

※講演１時間、質疑応答 30 分を予定しています。 

会場：山口大学大学会館大ホール（山口市吉田 1677‐1） 

および zoom 

対象：研究者、山口大学教職員・学生、市民一般 

 

梶田隆章氏プロフィール 

東京大学卓越教授、特別栄誉教授、東京大学宇宙線研究所・教授 

2015 年ノーベル物理学賞受賞、前日本学術会議会長 

梶田隆章氏の大きな業績の一つは「ニュートリノ質量の存在を示すニュートリノ振動の発見」です。ニ

ュートリノとは物理学の根本にかかわる素粒子の一種です。ニュートリノを検出するのは大変難しく、

そのためニュートリノの性質には多くの謎が残されています。 

梶田氏はニュートリノ観測装置スーパーカミオカンデを使って、大気中で発生するニュートリノの観

測、太陽ニュートリノの観測、そして人工ニュートリノによってニュートリノ振動という現象を発見し

ました。ニュートリノの性質を解明することは、宇宙の初期に物質がどのように作られたかという謎に

迫ることにつながり、物理学に新しい世界を開きました。この成果が認められて 2015 年のノーベル賞受

賞となりました。 

2008 年から 2022 年までは東京大学宇宙線研究所の所長を務められ、現在も同研究所の教授として、大

型低温重力波望遠鏡 KAGRA の研究代表を務められています。ブラックホールの合体などによって生じる

時空の波である重力波を捉える装置が重力波望遠鏡です。また、2020 年から 2023 年まで、梶田氏は日本

学術会議の会長を務められました。日本学術会議は日本の科学者の代表機関であり、日本の学術を発展

させ、またその成果を社会に還元する役割を担っています。梶田氏は、日本の学術の代表として、学術や

研究とは何かということについて最も深く考え、また広く発信されてきた方です。 

 

 
 

 

 

 【お問い合わせ先】 

◆本件に関する詳細は下記までお問い合わせください 

   山口大学 時間学研究所 事務室 

TEL 083-933-5848/ FAX 083-933-5848 

 E-mail sh076@yamaguchi-u.ac.jp 

【2025 年 10 月 10 日】 

送付件数 本票含め 2 枚 
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